
「
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
」は
許
さ
な
い

「
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
」は
許
さ
な
い

生
き
る
力
と

向
き
あ
っ
て

現
場
通
信
20
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一日看護体験 募集！一日看護体験 募集！

内容： 病棟での看護体験（血圧測定、手浴、足浴など）
　　　 進路の説明、看護学生との交流会など
対象： おもに看護師をめざす高校生・社会人
※ 実施日の１週間前までにお申し込み下さい。

地域で密着した在宅看護をしませんか？
訪問看護スタッフ同時募集　未経験者でも大丈夫です★

問合せは𠮷田病院看護部長室まで

一般科・精神科病棟看護師さん 大募集！一般科・精神科病棟看護師さん 大募集！
～精神科病棟リニューアルにむけて～～精神科病棟リニューアルにむけて～

３月13日（火）　３月26日（月）
８：45～16：00　𠮷田病院会議室

医師をめざす高校生のみなさんへ

春休み「一日医師体験」の参加を募集します
　𠮷田病院では、毎年、春・夏・冬の
休み期間に「高校生１日医師体験」を
開催しています。毎回、高校生に医療
現場の見学や血圧測定、リハビリ、事
務などの多職種体験、医師との懇談な
ど貴重な経験をしてもらっています。
参加者からも「医者になって社会の役
に立ちたいという想いが強くなりまし
た」などの感想が寄せられています。
今回は、春休みの３月28日から４月６
日の期間（月～金）で開催する予定で
す。日程は希望に応じて調整しますの
で、医学部受験、医師をめざす高校生
のみなさん、ぜひご参加ください。

【お問い合わせ】
𠮷田病院 医局事務課まで
TEL：0742-45-4601（内線215）
FAX：0742-45-9382
E-Mail：ikyokujimu@heiwakai.or.jp

ウキウキ！かんたん！クッキング

　こんにちは。
　少しずつ春に向かいつつあるのを実
感する季節ですね。
　本日は、超簡単な『ごはんのお供』
を紹介します！
　ただの漬物だと、『おまけ』程度の
扱いだけれど、漬物をきざんでゴマで
合えるだけで、立派な『おかず』に大
変身!!
　とってもまろやかで、あっさりして
いて、パクパク食がすすみます♪
　お手軽に野菜の摂取もできますね！

第12回 漬物のごまあえ

《材料》
・市販のつけもの
　たとえばキュウリ・カブ・白菜など
・すりごま（大さじ１）

《道具》
・ほうちょう
・まないた
・大さじ
・はし

《食器》
・小さめのおわん

《作り方》
・好きなつけものを、３種類えらぶ
・ それぞれ、１口大（２㎝くらい）の
大きさに切る
・ ３種類とも切ったら、おわんに全
部入れる
・すりごまを、大さじ１入れる
・はしでまぜる

相
談
窓
口
で
相
談
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
れ
に
て「
笑
顔
・
つ

な
が
る
認
知
症
ケ
ア
」

の
話
は
終
わ
ら
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
認
知
症
の
人
が
住

み
な
れ
た
地
域
で
暮
ら

し
て
い
く
た
め
に
は
、

認
知
症
の
人
に
あ
っ
た

医
療
や
介
護
が
身
近
に

あ
り
、
さ
ら
に
地
域
の

方
々
の
暖
か
な
見
守
り

や
声
か
け
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
認
知
症
の
正

し
い
知
識
が
不
可
欠
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
連
載

が
皆
様
の
認
知
症
の
正

し
い
知
識
を
知
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
幸
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
ま
で
読
ん
で
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

診
を
拒
否
す
る
方
が
居

ら
れ
、
ご
家
族
は
「
ど

う
受
診
さ
せ
た
ら
よ
い

で
し
ょ
う
？
」
と
悩
ま

れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。そ
の
よ
う
な
場
合
、

ご
本
人
と
一
緒
に
受
診

す
る
人
が
、
ご
本
人
と

の
間
に
信
頼
関
係
が
あ

れ
ば
受
診
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

　

受
診
先
に
関
し
て

は
、
認
知
症
治
療
を
し

て
い
る
脳
神
経
外
科
・

神
経
内
科
・
精
神
科
等

を
選
ぶ
と
良
い
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
か
か
り
つ

け
医
が
お
ら
れ
る
場

合
、
ま
ず
相
談
し
て
み

て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

そ
の
後
、
受
診
継
続
し

な
が
ら
、
介
護
は
家
族

だ
け
で
出
来
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ど
の
よ
う
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
あ
る
か
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

ご
家
族
も
早
い
段
階
か

ら
、
認
知
症
の
正
し
い

知
識
を
持
つ
こ
と
が
大

切
で
す
。な
ぜ
な
ら
、ご

本
人
の
問
題
の
あ
る
行

動
を
「
こ
れ
は
脳
の
病

気
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
て
い
る
」
と
い
う

理
解
や
、
家
族
だ
け
で

支
え
な
く
て
も
介
護
サ

ー
ビ
ス
も
あ
る
と
い
う

知
識
が
適
切
な
対
応
に

つ
な
が
る
か
ら
で
す
。

　

つ
ま
り
、「
認
知
症
で

は
な
い
か
」
と
気
づ
い

た
時
は
、
医
療
機
関
へ

受
診
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
中
に
は
受

が
、
発
症
後
半
年
以
内

で
治
療
を
開
始
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
１
・

２
年
気
づ
か
な
い
で
い

る
と
治
る
も
の
も
治
ら

な
く
な
る
か
ら
で
す
。

　

②
認
知
症
の
多
く

は
、
根
治
が
困
難
で
す

が
、
病
気
の
進
行
を
遅

ら
せ
る
新
薬
が
開
発
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
薬
は
、
早
期
に
使
用

す
る
と
効
果
が
出
や
す

い
と
言
わ
れ
て
い
る
か

ら
で
す
。

　

③
進
行
を
遅
ら
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
ご
本

人
が
ご
家
族
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

・
生
活
を
考
え
る
こ
と

　

前
回
は
、
認
知
症
の

人
の
理
解
と
接
し
方
に

つ
い
て
書
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。今
回
は
、

み
な
さ
ん
に
「
認
知
症

は
早
期
発
見
・
早
期
治

療
が
大
切
」
で
あ
り
、

認
知
症
と
気
づ
い
た
場

合
、「
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
」
と
い
う
こ
と
を

伝
え
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

認
知
症
は
早
期
発
見

・
早
期
治
療
が
大
切
で

す
。
な
ぜ
が
と
い
う
と

３
つ
の
理
由
が
あ
り
ま

す
。

　

①
認
知
症
の
中
に
も

治
療
に
よ
り
「
治
る
認

知
症
」
が
あ
り
ま
す

早
期
対
応
で
生
活
の
充
実
を

精
神
科
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー　

北
田　

最
映

なつかしい家庭の味♡

つ
な
が
る
認
知
症
ケ
ア―

 

⑤

顔顔
笑笑

気仙沼市立本吉病院で現地スタッフと上野医師
　

東
日
本
大
震
災
か
ら
１

年
を
む
か
え
よ
う
と
い
う

二
月
、
野
田
内
閣
は
「
社

会
保
障
・
税
一
体
改
革
」

大
綱
を
閣
議
決
定
、
３
月

末
ま
で
に
消
費
税
増
税
法

案
を
国
会
提
出
す
る
こ
と

を
狙
っ
て
い
ま
す
。

　

消
費
税
率
を
２
０
１
４

年
４
月
に
８
％
に
、
さ
ら

に
15
年
10
月
に
10
％
ま
で

引
き
上
げ
、
社
会
保
障
は

充
実
で
は
な
く
削
減
す
る

と
い
う
、
最
悪
の
内
容
で

す
。
年
金
支
給
額
引
き
下

げ
や
、
70
〜
74
歳
の
医
療

訪問診療のひとコマ
　

き
た
ま
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク

は
開
設
10
年
に
な
り
ま

す
。
身
近
な
こ
こ
ろ
の
診

療
所
と
し
て
出
発
し
、
患

者
さ
ん
の
〝
心
と
生
活
〞

に
目
線
を
置
い
た
、
多
角

的
・
多
職
種
に
よ
る
診
療

を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
、ま
す
ま
す「
複
雑

系
」
に
な
っ
て
い
る
心
の

病
＋
変
調
と
関
わ
る
日
々

の
な
か
で
、
苦
労
や
身
に

つ
ま
さ
れ
る
思
い
や
現
場

な
ら
で
は
の
喜
び
な
ど
、

悲
喜
こ
も
ご
も
し
な
が
ら

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

正
直
、
ま
だ
力
不
足
を

実
感
し
、
新
た
な
知
恵
や

工
夫
が
必
要
な
の
だ
ろ
う

な
ぁ
…
と
、
考
え
は
じ
め

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
３
月
25
日

（
日
）『
き
た
ま
ち
手
作
り

フ
ェ
ス
タ
』を
催
し
ま
す
。

「
催
し
の
フ
ェ
ス
タ
」
と

「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
風

フ
ェ
ス
タ
」
の
２
本
立
て

で
、
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

実
は
、
昨
年
夏
、
ス
タ

ッ
フ
と
も
ど
も
、
北
海
道

浦
河
町
の
「
ベ
テ
ル
の

家
」
を
訪
ね
ま
し
た
。
妄

想
・
幻
想
や
ら
種
々
障
害

を
持
つ
当
事
者
達
が
、

〝
苦
労
〞
を
自
分
の
も
の

と
し
な
が
ら
生
き
て
暮
ら

し
て
い
る
姿
に
感
銘
を
受

い
る
キ
ラ
リ

4

4

4

と
光
る

4

4

素
材

や
秘
め
ら
れ
た
力
の
可
能

性
を
感
じ
る
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
す
。
リ
ベ
ル
テ
で

は
「
当
事
者
研
究
」（
当
事

者
自
ら
が
、
症
状
や
暮
ら

し
の
苦
労
と
対
処
の
知
恵

を
、
み
ん
な
で
研
究
し
合

う
グ
ル
ー
プ
活
動
）
の
経

験
を
積
ん
で
き
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
フ
ェ
ス
タ
は

「
当
事
者
の
力
」
が
育
つ

こ
と
の
で
き
る
「
場
や
文

化
」
作
り
の
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
思
い
企
画
し
ま

し
た
。

　
「
催
し
の
フ
ェ
ス
タ
」で

は
、
リ
ベ
ル
テ
の
み
な
さ

ん
の
協
力
を
得
て
、「
当

事
者
研
究
」
に
触
れ
て
み

る
機
会
を
設
け
ま
す
。
デ

イ
ケ
ア
ー
メ
ン
バ
ー
の
手

作
り
の
「
出
し
も
の
」
や

き
た
ま
ち
カ
フ
ェ
を
開
き

ま
す
。

　

「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

風
フ
ェ
ス
タ
」
で
は
、
患

者
さ
ん
達
が
密
か
に
生
み

出
し
て
い
る
「
も
の
」
達

（
木
工
品
、手
芸
品
、絵
、写

真
、お
菓
子
、な
ど
な
ど
）

の
販
売
や
展
示
を
行
な
い

ま
す
。
け
っ
こ
う
素
敵
な

ユ
ニ
ー
ク
な「
も
の
」達
が

集
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

当
事
者
の
み
な
さ
ん

が
、
な
に
か
し
ら
〝
よ
き

刺
激
〞
や
、
さ
さ
い
で
も

い
い
か
ら
〝
手
応
え
〞
を

感
じ
れ
る
場
と
な
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
マ
ラ
ソ
ン
中
、
苦

し
く
な
り
止
ま
り
た
く
な

っ
た
時
、
沿
道
の
人
々
の

声
援
が
力
に
な
り
ま
し

た
。
全
く
信
じ
て
は
な
か

っ
た
で
す
が
、
声
援
は
力

に
な
る
も
の
だ
と
身
を
も

っ
て
実
感
し
、
自
分
で
も

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

よ
け
れ
ば
、皆
さ
ん
、フ

ェ
ス
タ
に
来
場
し
て
い
た

だ
き
、
観
て
、聞
い
て
、そ

し
て〝
買
っ
て
〞い
た
だ
け

れ
ば
あ
り
が
た
く
思
い
ま

す
。

費
患
者
負
担
の
増
額
を
盛

り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

大
型
開
発
や
軍
事
費
な

ど
の
ム
ダ
遣
い
、
富
裕
層

と
大
企
業
優
遇
の
不
公
平

税
制
見
直
し
は
棚
上
げ
で

す
。

　

医
療
費
抑
制
や
防
災
軽

視
の
「
仕
分
け
」
な
ど
、

構
造
改
革
の
矛
盾
が
集
中

し
た
東
北
地
方
を
震
災
が

襲
い
、
原
発
事
故
が
引
き

起
こ
さ
れ
、
被
害
を
拡
大

し
ま
し
た
。
非
公
的
医
療

機
関
の
再
建
か
ら
畑
の
ヘ

ド
ロ
の
撤
去
ま
で
、「
自
己

　

こ
の
た
び
震
災
後
の
急

性
期
を
過
ぎ
た
段
階
の
医

療
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く

Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｔ
（
日
本
プ
ラ
イ

マ
リ
・
ケ
ア
連
合
学
会
東

日
本
大
震
災
支
援
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
、P

rim
ary 

C
are for A

ll Team

）

の
支
援
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

支
援
先
は
、
震
災
後
院

長
も
退
職
し
医
師
不
在
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
気
仙
沼

市
立
本
吉
病
院
で
す
。
支

援
期
間
は
12
月
２
日
〜
１

月
１
日
の
１
ヶ
月
間
。
気

仙
沼
市
本
吉
町
は
宮
城
県

東
北
部
に
あ
る
人
口
１
１

０
０
０
人
の
町
で
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
は
確
保
さ
れ
日

常
生
活
を
取
り
戻
し
つ
つ

あ
る
も
の
の
、
沿
岸
部
は

津
波
に
よ
る
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
病
院

も
１
階
部
分
が
津
波
で
水

に
浸
か
り
、
震
災
直
後
は

２
階
部
分
で
診
療
を
行
う

よ
う
な
状
況
で
し
た
。

　

支
援
の
内
容
は
、
病
院

に
泊
ま
り
込
み
で
の
外
来

・
訪
問
診
療
、
週
末
は
健

康
相
談
や
講
習
会
と
盛
り

だ
く
さ
ん
。
慢
性
疾
患
の

定
期
受
診
、
感
冒
症
状
の

方
が
多
数
を
占
め
、
普
段

の
診
療
と
大
き
く
変
わ
る

こ
と
は
少
な
か
っ
た
で
す

が
震
災
後
不
眠
と
な
っ
た

方
が
多
く
お
ら
れ
ま
し

た
。
地
域
の
人
々
、
病
院

の
ス
タ
ッ
フ
に
温
か
く
迎

え
入
れ
て
い
た
だ
き
、
ま

た
支
援
に
入
っ
た
他
の
医

師
か
ら
も
多
く
刺
激
を
受

け
な
が
ら
、
い
ま
ま
で
奈

良
民
医
連
で
学
ん
だ
力
を

微
力
な
が
ら
も
発
揮
で
き

た
と
の
で
は
と
思
い
ま

す
。

　

震
災
か
ら
９
ヶ
月
が
た

ち
、
一
定
日
常
生
活
を
取

り
戻
し
つ
つ
あ
る
中
で
医

療
も
含
め
て
復
興
や
再
構

築
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
今
回
の
支
援
で
感
じ

た
こ
と
は
、
最
高
の
医
療

を
提
供
す
る
よ
り
地
域
の

実
情
に
あ
っ
た
医
療
を
継

続
的
に
提
供
で
き
る
人
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
仮
設
住
宅
で
の
閉
じ

こ
も
り
や
ア
ル
コ
ー
ル
問

題
に
対
し
普
段
の
医
療
も

含
め
て
、
病
院
の
内
外
を

問
わ
ず
多
職
種
で
連
携
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
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医療法人 平和会 診療案内

△
印
＝
土
曜
に
つ
い
て
は
電
話
等
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

 夕陽ケ丘診療所夕陽ケ丘診療所  受付時間 午前８：30～11：45 夜間17：30～19：45

月 火 水 木 金 土
午　　前 ○ ○ ○ ○ ○ ○

夜　　診 ○

〠636－0801　生駒郡三郷町夕陽ケ丘１－40　☎0745（72）9490

 いこま駅前クリニックいこま駅前クリニック  受付時間 午前８：30～11：45 午後13：30～15：30 夜間17：00～19：15

月 火 水 木 金 土
午　　前 ○ ○ 予約検査 ○ ○（内科･精神科）

午　　後 心療内科
夜　　診 泌尿器科 ○

〠630－0256　生駒市本町７－10　☎0743（71）7222　※心療内科は予約制
※水曜午前の予約検査は胃カメラ、腹部エコー（予約制）です。

 きたまちクリニックきたまちクリニック  受付時間 午前９：00～12：30 午後13：30～16：00 夜間17：30～20：00

月 火 水 木 金 土
午　　前 ○ ○ ○ ○ ○ ○

午　　後 ○ ○ ○

夜　　診 ○

〠631－0817　西大寺北町４丁目４－１　☎0742（48）8255　　
※きたまちクリニックは完全予約制です　　　

 𠮷𠮷田病院田病院 〈一般外来〉受付時間 午前８：30～11：45 午後13：30～15：30 夜間17：00～19：30

月 火 水 木 金 土

午
前
診
察

内科（予約外） ○ ○ ○ ○ ○ ○

内科（完全予約） ○ ○ ○ ○ ○ ○※１

整形外科（予約制） ○ ○※２

外科･大腸肛門科 ○ ○ ○ ○ ○ ○

泌尿器科（予約制） ○ ○ ○

健　診 ○ ○ ○ ○ ○ ○
午
後
診
察

内科（完全予約） ○ ○ ○ ○

整形外科（予約制） ○ ○

夜診診察･検査（予約制） ○（1･3週のみ）
※３

※１※２ 土曜の内科と整形外科（いずれも完全予約）は５週目はありません。
※３ 火曜の夜診は１・３週のみ。消化器内科の診察と胃カメラ検査。

〈眼科外来〉受付時間 午前８：40～11：45
月 火 水 木 金 土

午　　前 ○ ○ ○ ○ ○ ○（1･3週のみ）

午後（検査予約） コンタクト
（２･４週）

〈精神神経科外来〉受付時間 午前８：30～11：45

月 火 水 木 金 土
午前（予約制） ○ ○ ○ ○ ○ ○

午後（予約制） ○ ○

〠631－0818　奈良市西大寺赤田町１丁目７－１　☎0742（45）4601

 あやめ池診療所あやめ池診療所  受付時間 午前８：30～11：45 夜間17：00～19：15
月 火 水 木 金 土

午　　前 ○ ○ ○ ○ ○ ○

午　　後 （精神）
夜　　診 ○ ○（内科･精神科）

〠631－0033　奈良市あやめ池南６丁目１－７　☎0742（45）0460
※精神科は完全予約制です。

 とみお診療所とみお診療所  受付時間 午前８：30～11：45 夜間17：00～19：15
月 火 水 木 金 土

午　　前 ○ ○ ○ ○ ○ ○

午　　後 健康づくり外来
夜　　診 ○ ○

〠631－0061　奈良市三碓２丁目１－６　☎0742（45）7480
※診察はすべて予約制です。
※当日の予約枠、急患の方の診療枠もありますのでお気軽にお電話いただくか受付にてお申
し出ください。

 ならやま診療所ならやま診療所  受付時間 午前８：40～11：30 夜間17：10～19：15
月 火 水 木 金 土

午　　前 △ ○ △ ○ △ △

夜　　診 ○ △

　　〠631－0805　奈良市右京３丁目２－２　☎0742（71）1000
※△印についてはお問合せ下さい。

 へいわ鍼灸院へいわ鍼灸院  施術時間　午前９：00～12：00　午後13：00～16：30
　　　　　　　　　　　　 夜間17：00～19：30 ※すべて完全予約制です

月 火 水 木 金 土
午前 ○ ○ ○ × ○ ○

午後 ○ ○ ○ × ○ ○

〠631－0818　奈良市西大寺赤田町１－４－６　☎0742(49)9981

きたまちクリニック所長 宮野　栄三

キラリ☆と光る個性　
きたまち手作りフェスタ開催します!

デイケアで「アイロンビーズ」を作っています。
もちろん、フェスタに展示します！
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よ
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き
ま
し
た
。


